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　ぺったん・ぺったん
　今はあまり耳にすることがなくなったむかしなつかしい
餅つきの音が、新しい年の足音とともに聞こえてきた。
　両足でしっかりと大地を踏みしめ、新年を迎えるにあたって、
大きな夢と希望を抱き、さあ出発しよう、良き仲間とともに！



社会福祉協議会重点目標　　地域住民の福祉意欲向上に努めます。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健

や
か
に
２
０
１
３
年
の
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
社
会

福
祉
協
議
会
運
営
、
活
動
に
深

い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
会
で
は
、
昨
年
4
月
に
地

域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
福
祉

活
動
計
画
は
、「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」、「
人
が
つ
な
が
る
地
域

づ
く
り
」、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
づ
く
り
」
の
３
つ
を
柱
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
議
論
、
検
討

を
重
ね
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
策
定
さ
れ
ま
し
た
地
域
福

祉
活
動
計
画
は
、
計
画
で
終
わ

ら
せ
な
い
よ
う
に
、
確
実
に
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
町
民
の
皆

さ
ま
の
参
加
、
協
力
が
何
よ
り

も
必
要
で
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
が
参
加
し
、
協
力
を
し
、

携
わ
る
方
々
が
喜
び
を
感
じ
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

地
域
福
祉
の
向
上
で
あ
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
担
う
役
割
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
が
、

「
安
心
」、「
魅
力
」
を
実
感
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
今
後
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
定
の
福
祉
制
度
を

行
う
の
は
行
政
で
あ
り
ま
す
が
、

行
政
で
は
手
の
届
か
な
い
部
分

を
補
え
る
の
が
社
会
福
祉
協
議

会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
も
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今

以
上
に
地
域
福
祉
を
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
新

し
い
年
が
よ
り
良
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

　
杉
木
立
の
奥
に
塩
沢
さ
ん
の

家
は
あ
り
ま
す
。「
今
、
笠
間
警

察
か
ら
不
審
者
が
い
る
と
の
連

絡
が
入
っ
た
の
で
、
独
り
暮
ら

し
の
家
に
行
っ
て
様
子
を
見
て

来
た
ん
で
す
よ
」
と
元
気
に
語

る
塩
沢
さ
ん
は
、
地
域
の
安
心

安
全
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
平
成
５
年
ご
主
人
を

亡
く
さ
れ
、
茫
然
自
失
。
高
校

生
の
息
子
さ
ん
と
２
人
き
り
で
、

一
時
は
外
へ
も
出
ず
、
う
つ
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
心

配
し
た
知
人
の
勧
め
で
仕
事
を

す
る
様
に
な
り
、
徐
々
に
明
る

さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
は
城
里
町
交
通

安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
会
長

と
し
て
８
年
、
城
里
町
の
安
心

安
全
に
取
り
組
み
、
更
に
茨
城

県
の
評
議
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
児
童
の
通
学
路
で
立

哨
当
番
な
ど
行
い
ま
し
た
が
、

合
併
後
は
バ
ス
通
学
と
な
り
、

そ
れ
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
児
童
へ
の
防
犯
対
策「
イ

カ
の
お
す
し
」
の
Ｐ
Ｒ
や
、
地

域
で
行
な
わ
れ
る
サ
ロ
ン
な
ど

に
出
か
け
、
寸
劇
や
唄
と
踊
り

な
ど
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
、
安
否
確
認
、
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
に
合
わ
な
い
よ
う
、

注
意
を
呼
び
か
け
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
行
わ

れ
た
し
ろ
さ
と
町
民
ま
つ
り
に

も
寸
劇
や
踊
り
を
披
露
し
、
交

通
安
全
等
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
つ
く
し
の
会
（
七
会
）
の
お

弁
当
作
り
や
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
は
、

関
東
管
区
交
通
安
全
協
会
や
、

財
団
法
人
全
日
本
交
通
安
全
協

会
な
ど
か
ら
認
め
ら
れ
、
数
々

の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
ぎ
っ
し

り
と
予
定
が
書
き
こ
ま
れ
、
忙

し
い
毎
日
で
す
が
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
明
る
く

語
る
塩
沢
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
、
町
の
安
全
の
た
め
に

尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
児
童
へ
の
防
犯
対
策

イ
カ
・

の
・
・

お
・
・

す
・
・

し
・
・

知
ら
な
い
人
に
つ
い
て

行
か
な
い

知
ら
な
い
人
の
車
に

乗
ら
な
い

「
助
け
て
」
と
大
声
で
叫
ぶ

怖
か
っ
た
ら
す
ぐ
に
に
げ
る

家
の
人
に
知
ら
せ
る

き
ら
っ
と
生
き
る

塩
沢

　
つ
や
子
さ
ん
（
徳
蔵
）

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る

塩沢　つや子さん

しろさと町民まつり出演

社
会
福
祉
法
人  

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

阿
久
津
藤
男



社会福祉協議会重点目標　住民のもつ課題を顕在化すると共に、地域のニーズとして共有し、福祉サービスの向上を図ります。
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●
平
成
13
年
生
ま
れ

添
田
　
珠み

ゆ

な
唯
奈
さ
ん
（
石
塚
）

　
私
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
石
塚

ビ
ッ
ク
ス
に
入
団
し
ま
し
た
。

小
さ
い
時
は
い
つ
も
泣
い
て
い

ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
練
習
を

し
て
、
今
は
５
年
生
で
サ
ー
ド

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
最
後

の
年
な
の
で
、
大
会
も
沢
山
で

つ
ら
い
練
習
も
あ
る
と
思
う
け

ど
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
団

長
、
監
督
、
コ
ー
チ
に
１
勝
で
も

多
く
勝
利
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

●
平
成
元
年
生
ま
れ

竹
内
　
真
弥
さ
ん
（
那
珂
西
）

　
私
は
、
今
年
で
24
歳
な
の
で
、

２
回
年
女
を
迎
え
る
事
と
な
り

ま
す
。
去
年
か
ら
社
会
人
と
し

て
働
き
は
じ
め
ま
し
た
が
、
学

生
時
代
に
は
学
ぶ
こ
と
の
出
来

な
い
人
間
関
係
や
知
識
な
ど
で

毎
日
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
干
支
の
蛇
の
よ
う
に
、
長
く

ク
ネ
ク
ネ
と
色
々
な
事
が
あ
る

１
年
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
終

わ
る
頃
に
は
、
何
倍
に
も
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
物
事
に
果
敢

に
取
り
組
ん
で
い
く
様
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

●
昭
和
52
年
生
ま
れ

所
　
則
子
さ
ん
（
御
前
山
）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
両
親
そ
し
て
友
人

に
安
心
し
て
も
ら
え
る
年
に
し

た
い
で
す
。
巳
年
の
人
は
、
執

念
深
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
何
が

あ
っ
て
も
執
念
深
さ
で
乗
り
越

え
、
負
け
な
い
強
い
心
で
、
年

女
を
笑
顔
で
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
な
い
一
年
に
し
て
参
り

ま
す
。「
心
こ
そ
大
切
な
れ
」

で
す
。

●
昭
和
40
年
生
ま
れ

高
島
　
隆
一
さ
ん
（
阿
波
山
）

　
生
ま
れ
て
４
回
目
の
年
男
を

迎
え
ま
す
。

　
１
回
目
、
た
だ
た
だ
無
邪
気

に
過
ご
し
た
12
歳
。

　
２
回
目
、
社
会
人
生
活
も
少

し
は
慣
れ
た
24
歳
。

　
３
回
目
、
地
域
で
の
立
場
も

確
立
し
だ
し
た
36
歳
。

　
そ
し
て
、
今
年
、
家
業
、
地

域
の
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
素

敵
な
年
男
を
迎
え
た
い
も
の
で

す
。

●
昭
和
28
年
生
ま
れ

河
原
　
進
さ
ん
（
上
赤
沢
）

　
巳
年
は
我
慢
強
さ
や
恩
を
受

け
た
時
に
は
そ
の
恩
に
報
い
る

と
い
っ
た
性
格
だ
そ
う
で
す
。

　
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
が
、

今
ま
で
の
自
分
の
人
生
は
、
我

慢
強
く
、
粘
り
強
く
、
時
に
は

相
手
の
気
持
ち
を
労
わ
り
な
が

ら
生
き
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
今
年
の
抱
負
は
、「
明
る
く
、

元
気
に
、
若
々
し
く
」
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
昭
和
16
年
生
ま
れ

加
藤
木
　
力つ
と
む

さ
ん
（
孫
根
）

　
早
い
も
の
で
６
度
目
の
年
男

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
の
抱
負

と
し
て
、
家
庭
菜
園
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
岩
船
公
民
館
講
座
で
の
カ

ラ
オ
ケ
、
桂
運
動
公
園
で
週
１

回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習

な
ど
、
仲
間
た
ち
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
楽
し
く
、
今
年
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
昭
和
４
年
生
ま
れ

小
林
　
治は
る
じ
ゅ壽

さ
ん
（
阿
波
山
）

　
巳
年
生
ま
れ
の
私
は
７
回
目

の
干え

と支
を
迎
え
改
め
て
月
日
の

流
れ
を
感
じ
ま
す
。
退
職
後
、

26
年
皆
様
に
支
え
ら
れ
司
法
の

片
す
み
を
歩
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
多
忙

な
日
々
を
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た

が
、
最
近
は
、
体
力
的
に
息
切

れ
を
感
じ
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
悔
い
の
な
い
人
生
を

送
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

巳

　年
今
年
の
抱
負
は
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平
成
24
年
11
月
22
日
（
木
）

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
に
お
い
て
町
表
彰
式
典
並
び

に
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
阿
久
津
藤
男
町

長
よ
り
式
辞
、
そ
の
後
来
賓
祝

辞
等
が
あ
り
、
受
賞
さ
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
氏

名
、
団
体
の
名
称
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
敬
称
は
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
自
治
功
労
表
彰

　
稲
川
　
義
一
、
磯
部
　
　
昇

　
河
亦
　
　
博
、
三
村
　
一
夫

◆
自
治
表
彰

　
三
村
由
利
子
、
所
　
　
和
明

　
松
﨑
　
　

、
小
林
　
輝
男

◆
一
般
表
彰
（
表
彰
状
）

　（
故
）佐
藤
　
國
保
、
石
崎
　
貞
夫

　（
故
）鶴
田
　
　
力
、
川
井
　
　
昭

　
関
　
合
志

◆
一
般
表
彰
（
感
謝
状
）

　
猿
田
　
清
美
、
真
宗
大
谷
派

社
団
法
人
茨
城
県
公
共
嘱

託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
、
酒
井
　
幸
典

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

　
安
藤
ナ
ミ
子
、
山
崎
　
一
枝

　
桑
原
　
綾
子
、
江
幡
　
哲
子

　
安
藤
美
惠
子
、
川
原
　
モ
ト

　
清
水
　
洋
子
、
大
座
畑
た
み

　
大
森
　
京
子
、
山
口
　
　
修

　
生
畑
目
眞
知
子
、
富
田
　
光
子

　
仲
田
　
由
江
、
薗
部
　
明
美

　
櫻
井
　
和
子
、
仲
山
　
正
子

　
岡
本
か
つ
子
、
小
島
　
　
等

　
冨
山
　
幸
子
、
今
瀨
　
　
滿

　
葊
木
　
て
る
、
大
内
　
さ
た

　
瀬
谷
　
博
子
、
鯉
渕
喜
美
子

　
冨
田
佐
智
子
、
久
貝
み
ゑ
子

　
飯
村
　
節
子
、
今
瀬
多
代
美

　
岡
﨑
み
つ
い
、
所
　
　
は
や

　
寺
門
ひ
ろ
み
、
仲
田
　
信
一

　
横
倉
　
す
ゑ
、
木
原
美
智
子

　
久
貝
　
和
子
、
森
島
　
正
代

笹
嶋
　
則
子

つ
く
し
ん
ぼ
音
楽
隊

◆
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

　（
感
謝
状
）

　
加
藤
　
三
郎
、
寺
門
　
孝
子

　
所
　
　
好
夫
、
飯
村
　
　
子

　
猪
野
　
和
信
、				
谷
　
　
晃

　
関
口
惠
美
子
、
興
野
　
正
江

　
小
林
　
通
代
、
三
村
　
壽
子

　
杉
山
利
恵
子
、
阿
久
津
清
仁

◆
心
配
ご
と
相
談
員
（
感
謝
状
）

　
猪
野
　
和
信
、
仲
田
　
一
見

　
飯
村
　
　
子

◆
善
意
銀
行

　
皆
川
　
　
泉
、
髙
野
　
　
靜

　
磯
部
　
和
子
、
入
野
き
み
子

　
寺
門
ひ
ろ
み
、
加
倉
井
則
子

　
加
藤
　
克
彦
、
加
倉
井
一
史

　
加
瀬
　
　

、
増
井
　
孝
夫

　
山
崎
　
秀
雄
、
桐
原
　
　
元

　
江
幡
　
き
く
、
綿
引
　
　
紀

檜
山
　
重
美
、
城
里
町
文
化

協
会
、
増
井
一
区
夏
祭
り
実

行
委
員
会
、
与
三
郎
庵
、
第

10
回
那
珂
川
鮎
釣
り
大
会
茨

城
２
０
１
１
実
行
委
員
会
、

城
里
町
く
ら
し
の
会
、
常
北

女
性
会
、
ら
ぶ
そ
ん
ぐ
、
石

塚
サ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社
、

利
根
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社
、
青
山
花
し
ょ

う
ぶ
保
存
会
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
常
北
下
古
内
店
、
水
戸

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

ど
ん
ぐ
り

常
北
絵
手
紙
の
会

栁
橋
　
清
子（

み
ど
り
保
育
園
）

萩
谷
　
容
子（

み
ど
り
保
育
園
）

◆
地
域
の
部

　
最
優
秀
賞

　
　
錫
高
野
生
産
ク
ラ
ブ

　
優
秀
賞
　

上
圷
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
、
下
圷
３
世

代
交
流
団
体
、
下
赤
沢
Ｊ

Ａ
女
性
部

◆
学
校
の
部

　
最
優
秀
賞
　

　
　
石
塚
小
学
校

　
優
秀
賞

　
　
七
会
小
学
校

　
　
常
北
中
学
校

第
８
回
城
里
町
表
彰
式
典

  
城
里
町
社
会
福
祉
大
会

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

表
彰
受
賞
者

城
里
町
長
表
彰
受
賞
者

茨
城
県
知
事
表
彰
受
賞
者

城
里
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団
体

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
長

表
彰
受
賞
者
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町
高
ク
連
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
以
後
GG
）
過
去
14
大

会
で
、
磯
野
チ
ー
ム
は
団
体
戦

で
優
勝
６
回
、
2
位
3
位
計
11

回
。
ま
た
個
人
戦
で
も
茂
木
忠

勝
さ
ん
が
優
勝
４
回
、
富
永
裕

夫
さ
ん
、
富
永
博
さ
ん
、
国
井

豊
吉
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
１
回
、

と
14
大
会
の
う
ち
７
大
会
で
優

勝
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
記
す
べ
き
は
第
14
回
大
会
。

団
体
戦
で
1
位
〜
3
位
、
個
人

戦
で
も
1
位
と
3
位
で
す
。
そ

こ
で
、
そ
の
強
さ
の
背
景
を
磯
野

長
生
会
長
国
井
豊
吉
さ
ん
と
茂

木
忠
勝
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

週
２
回
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
練
習

で
腕
を
磨
く

　
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
GG
そ
の

も
の
の
練
習
は
日
常
的
に
は

行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
た
だ
、月
に
１
回
程
度「
い

こ
い
の
村
涸
沼
」
に
行
き
、
そ

こ
で
練
習
す
る
そ
う
で
す
。
参

加
者
は
毎
回
12
人
位
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
で
は
、
GG
の
練
習

を
ほ
と
ん
ど
し
な
く
て
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
強
い
の
か
、伺
う
と
。

　
国
井
会
長
は
「
毎
週
火
・
土

の
午
前
中
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
練
習

を
や
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
を

狙
っ
た
所
に
打
つ
と
い
う
こ
と

が
GG
と
同
じ
で
す
か
ら
、
そ
れ

が
GG
の
練
習
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
茂
木
さ
ん
は
「
方
向
を

よ
く
見
定
め
た
ら
、
ボ
ー
ル
か

ら
目
を
離
さ
ず
そ
の
中
心
を
打

つ
こ
と
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
、
日
頃
の
練
習
課
題
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
何
事
も
基
本
が

出
来
て
い
れ
ば
他
の
ス
ポ
ー
ツ

に
も
応
用
で
き
る
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
す
。

★
尚
、
歴
代
の
個
人
１
位
の
方
々
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

茂
木
忠
勝
（
磯
野
）
第
１
・
５
・
９
・

14
大
会
、
富
永
裕
夫
（
磯
野
）
第
２

大
会
、車
田
福
雄
（
福
寿
）
第
３
大
会
、

富
永
博
（
磯
野
）・
小
幡
和
子
（
粟
）

第
４
大
会
、片
岡
徹
男（
孫
根
）第
６
・

12
大
会
、
興
野
一
秀
（
上
圷
）
第
７

大
会
、
吉
田
潔
（
仲
郷
）
第
８
大
会
、

君
嶋
た
ま
の
（
赤
沢
）
第
10
大
会
、

青
柳
宗
次
（
孫
根
）
第
11
大
会
、
国

井
豊
吉
（
磯
野
）
第
13
大
会

　
平
成
24
年
11
月
27
日
（
火
）

に
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
１
階

の
ホ
ー
ル
で
平
成
24
年
度
茨
城

県
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
地
方

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
研
修
会
に
お
い
て
城
里

町
上
圷
長
寿
会
が
、
県
北
・
中

央
・
鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と

し
て
「
グ
リ
ー
ン
千
波
」
と
共

に
活
動
事
例
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
事
例
を
発
表
す

る
興
野
一
秀
会
長
、
映
像
と
補

足
説
明
担
当
の
大
越
三
男
書
記

他
５
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
行
事
の
あ
と
い
よ

い
よ
事
例
発
表
と
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
「
グ
リ
ー
ン
千

波
」
の
発
表
が
あ
り
、
次
に
上

圷
長
寿
会
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
興
野
会
長
は
、
さ
き
ほ
ど

ま
で
の
や
や
緊
張
気
味
で
あ
っ

た
面
持
ち
と
違
っ
て
に
こ
や
か

に
立
ち
あ
が
り
、
ゆ
っ
く
り
と
、

は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
説
明

に
入
り
ま
し
た
。

　
実
に
堂
々
と
重
み
の
あ
る
声

で
あ
り
、
時
々
笑
み
を
浮
か
べ

な
が
ら
地
域
の
概
要
に
始
ま
り

主
な
活
動
内
容
、
長
寿
会
の
組

織
、
そ
し
て
今
後
の
会
の
方
向

性
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
特
に
そ
の
な
か
で
今
年
で
設

立
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、
23

年
度
77
名
の
会
員
が
24
年
に
は

95
名
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
対

し
て
、
会
場
の
人
達
に
驚
き
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
大
越
さ
ん
が
映
像

を
使
っ
て
活
動
の
補
足
説
明
を

行
い
、持
ち
時
間
の
30
分
を
少
々

オ
ー
バ
ー
し
て
発
表
を
終
了
し

ま
し
た
。
興
野
会
長
を
は
じ
め

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。
今
後
益
々
の
会

の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
２
）

誰
も
が
認
め
る
磯
野
チ
ー
ム
の
強
さ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　上
圷
長
寿
会
発
表

磯野チームのみなさん

し
ろ
さ
と
⑮

し
ろ
さ
と
⑮　　

〜
町
無
形
文
化
財
〜

〜
町
無
形
文
化
財
〜

古
内
大
杉
ば
や
し

古
内
大
杉
ば
や
し

　
昭
和
55
年
、
古
内
小
学
校
児

童
が
学
習
発
表
会
で
披
露
。
そ

の
後
、
昭
和
61
年
に
保
存
会
が

設
立
し
、
つ
く
ば
科
学
万
博
を

は
じ
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
に
も
出
演
。

　
現
在
の
大
杉
ば
や
し
は
、
悪

病
追
放
、
家
内
安
全
の
た
め
の

お
囃
子
を
基
に
、
地
域
の
方
々

が
協
力
し
、
児
童
に
伝
承
し
て

い
っ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ

ー
は
約
40
名
。
常
北
小
学
校
児

童
、
旧
古
内
小
を
卒
業
し
た
社

会
人
、
地
域
の
方
、
い
ず
れ
も

伝
統
を
守
り
た
い
、
伝
承
し
た

い
と
い
う
雄
志
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

町民まつりでの演奏

発表する興野会長
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四
季

つ
く
し

つ
く
し
四
季

の

㉖

　
平
成
24
年
度
城
里
町
介
護
予

防
講
演
会
が
、
昨
年
の
11
月
４

日
（
日
）
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
城
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
の
阿
久
津
藤
男
町
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
大
田
仁
史
先
生
（
茨

城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
）

が
「『
介
護
予
防
』
は
自
分
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
田
先
生
は
、
現
在
、
団
塊

の
津
波
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ

て
お
り
、
老
々
介
護
や
孤
立
す

る
生
活
困
難
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
サ
ロ
ン
活
動
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安
否
確

認
等
「
見
守
り
機
能
の
組
織
化
」

が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
昔
は
「
向
う
三
軒
両
隣
」

や「
井
戸
端
会
議
」が
あ
っ
た
が
、

今
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
高
齢
者
が
動
け
る
の
は
「
向

う
三
軒
両
隣
」
で
、
こ
の
役
割

を
果
た
す
事
業
が
サ
ロ
ン
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
行
く
先
が
無
い
の

で
『
出
な
い
、
出
さ
な
い
、
出

ら
れ
な
い
』
か
ら
、閉
じ
こ
も
り
、

寝
た
き
り
、
認
知
症
に
な
っ
て

い
く
。
ご
近
所
の
サ
ロ
ン
な
ど

行
く
先
を
作
り
、
出
か
け
ら
れ

る
場
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
超
高

齢
社
会
は
住
民
自
ら
が
力
を
つ

け
、
自
ら
が
社
会
に
役
立
つ
行

動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
休
憩
の
あ
と
、
水
戸
藩

Y
O
S
A
K
O
I
連
に
よ
る
踊

り
、
介
護
予
防
劇
場
な
ど
が
、

賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
話
を
学
ぶ

⑤ 

感
情
の
表
わ
し
方

介
護
予
防
は
自
分
の
た
め
に

城
里
町
介
護
予
防
講
演
会

聴きいる観客の皆さん

紙すき作業の様子

講演する大田先生

「
愛
す
る
」

　
下
向
き
に
し
た
左
手
の
甲
を

右
手
の
手
の
ひ
ら
で
な
で
る
よ

う
に
回
す

「
大
切
」

　
右
手
の
手
の
ひ
ら
を
左
の
ほ

ほ
に
２
回
あ
て
る

　
人
の
頭
を
な
で
る
様
子
か
ら

　（
愛
・
大
事
・
大
切
・
ポ
イ
ン
ト
）
の

手
話
に
も
使
わ
れ
ま
す

　
右
の
ほ
ほ
に
あ
て
る
と
「
お
い
し
い
」

の
意
味
に
な
る

（
貴
重
・
大
事
・
も
っ
た
い
な
い
）
の
手

話
に
も
使
わ
れ
ま
す

おいしい

　
２
０
１
２
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
で
、
メ
ダ
ル
の
数
で

歴
代
１
位
の
記
録
が
出
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
つ
く

し
の
四
季
は
、
昨
年
の
10
月
と

11
月
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
10
月
23
日
（
火
）
に
、

作
業
所
の
通
所
者
９
名
、
指
導

員
６
名
で
、
旧
山
形
町
へ
紙
す

き
体
験
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
、
和
紙
づ
く
り
を
し
て
い

る
所
が
少
な
く
、
学
校
の
数
も

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
賞
状
依

頼
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
海
外
に
も

同
じ
製
法
が
使
わ
れ
て
い
て
、

ジ
ー
ン
ズ
を
細
か
く
し
て
再
利

用
し
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
の

よ
う
な
な
め
ら
か
な
紙
は
作
れ

な
い
と
い
う
話
を
聞
き
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　
僕
達
は
い
ろ
い
ろ
な
色
水
に

浸
さ
れ
た
和
紙
を
使
っ
て
台
紙

の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
を
描
き

ま
し
た
。
出
来
た
絵
は
作
業
所

に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
常
北

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
見
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
11
月
17
日
（
土
）
水
戸
特
別

支
援
学
校
で
、
僕
の
所
属
し
て

い
る
つ
く
し
ん
ぼ
音
楽
隊
が
演

奏
し
て
き
ま
し
た
。
僕
の
卒
業

し
た
学
校
で
の
発
表
会
と
い
う

こ
と
で
、
前
か
ら
ず
っ
と
出
た

い
と
思
っ
て
い
て
よ
う
や
く
夢

が
叶
い
ま
し
た
。
代
表
曲
、「
翼

を
く
だ
さ
い
」
を
は
じ
め
、「
さ

ん
ぽ
」、「
故
郷
」
な
ど
、
最
後

に
コ
ブ
ク
ロ
の
「
蕾
」
の
６
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

こ
こ
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
所
で
活

躍
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
、
音

楽
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
の
様
子
は
、
水
戸

特
別
支
援
学
校
の
ブ
ロ
グ
で
見

る
事
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
検
索

し
て
み
て
下
さ
い
。（
加
藤
　
直
）
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昨
年
の
11
月
17
日
（
土
）、
18

日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

常
北
運
動
広
場
に
て
、
ホ
ロ
ル

の
た
ま
ご
「
し
ろ
さ
と
町
民
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
17
日
は
、
朝
か
ら

冷
た
い
雨
が
降
っ
た
り
、
や
ん

だ
り
と
生
憎
の
天
気
で
し
た
。

傘
の
花
が
次
か
ら
次
へ
開
き
、

悪
天
候
の
１
日
で
し
た
が
人
出

は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。

　
２
日
目
の
18
日
は
、
天
気
は

良
好
、
た
だ
風
の
強
い
１
日
で

し
た
。
人
出
は
昨
日
よ
り
も
多

く
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
町
民
ま
つ
り
に
は
、
城
里
町

く
ら
し
の
会
・
ホ
ロ
ル
ク
ラ
ブ
・

輪
を
広
げ
る
会
が
日
用
品
や
衣

料
品
等
を
販
売
、
常
北
女
性
会

が
天
ぷ
ら
う
ど
ん
・
そ
ば
を
販

売
、
シ
ル
バ
ー
人
材
が
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
と
焼
き
餅
を
販
売
、
城

里
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
が
手
作
り
菓
子
や
小
物

等
を
販
売
し
、
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ん
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
又
、
２
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
に
は
、
つ
く
し
よ
さ
こ
い
城

里
が
、
恒
例
と
な
っ
た
「
よ
っ

ち
ょ
れ
」「
鮭
サ
ン
バ
」
を
披
露

し
、
大
歓
声
を
あ
び
て
い
ま
し

た
。

　
昨
年
11
月
４
日
（
日
）、
ま
つ

り
は
午
後
か
ら
、
ま
ず
体
育
館

で
全
校
児
童
が
、
親
、
祖
父
母
、

地
域
の
人
た
ち
約
130
人
の
前
で
、

歌
、
踊
り
、
合
唱
、
朗
読
劇
な

ど
を
、
学
年
別
、
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
で
披
露
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
た

ち
は
屋
内
で
昔
遊
び
（
お
手
玉
、

メ
ン
コ
、
あ
や
と
り
、
け
ん
玉
、

羽
子
板
、
ベ
ー
ゴ
マ
）
に
挑
戦
。

空
き
缶
積
み
重
ね
で
１
位
の
グ

ル
ー
プ
は
15
個
を
積
み
上
げ
、

小
躍
り
。
北
方
の
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
篠
て
っ
ぽ
う
作
り
を
指
導

し
、
児
童
た
ち
は
見
様
見
真
似

で
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

校
庭
で
は
、大
声
で
笑
い
、叫
び
、

走
り
回
る
元
気
な
児
童
達
の
姿

が
あ
っ
た

　
校
庭
で
は
、
竹
馬
、
輪
投
げ
。

高
齢
者
が
指
導
す
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ（
孫
根
）、ペ
タ
ン
ク（
圷
）

で
は
参
加
児
童
が
後
を
た
ち
ま

せ
ん
。
指
導
す
る
高
齢
者
は
汗

だ
く
で
す
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
、
米
２
斗

で
２
種
類
600
個
の
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
（
錫
高
野
）、
20
キ
ロ
の
蒸

し
さ
つ
ま
い
も
（
高
久
）
で
お

腹
を
満
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
美
味
し
い
と
評
判
で
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、来
栖
校
長
の
「
い

ろ
い
ろ
な
事
を
や
っ
て
み
る
体

験
活
動
が
大
切
」
と
い
う
話
と

各
区
協
力
者
へ
の
感
謝
の
言
葉

で
終
わ
り
ま
し
た
。

※
（
　
　
　
）
内
は
協
力
指
導
し
た

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
地
区
名

千
客
万
来

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
店
は
大
繁
盛

ド
レ
ミ
の
歌
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
で
始
ま
っ
た

第
二
回
桂
小
ま
つ
り

「
悲
し
い
」

　
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
の

先
を
つ
け
て
目
の
下
に
お
き
、

下
げ
る
　
片
目
で
も
大
丈
夫
で

す「
寂
し
い
」

　
右
手
の
親
指
と
ほ
か
の
４
本

の
指
の
間
を
あ
け
、
胸
の
前
で

閉
じ
る

　
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
る
様
子
を
表
わ
す

　（
か
わ
い
そ
う
・
泣
く
・
涙
）
の
手
話

に
も
使
わ
れ
ま
す

　
寂
し
く
て
気
持
ち
が
し
ぼ
む
様
子
を

表
わ
す

　（
胸
の
前
で
両
手
を
す
ぼ
め
な
が
ら
下

げ
る
仕
草
の
「
が
っ
か
り
す
る
」
で
も
表

現
す
る
事
が
で
き
ま
す
）

がっかりする
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ア
サ
ノ
さ
ん
は
ご
主
人
が
亡

く
な
っ
た
後
も
、
一
人
で
綿
店

を
続
け
て
い
ま
す
。
88
歳
の
今

で
も
毎
日
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
か
ら
当
町
に
移
り
住

み
綿
工
場
を
造
り
、
綿
打
ち
返

し
の
精
密
機
械
を
購
入
し
ま
し

た
。
戦
後
は
綿
の
打
ち
返
し
の

注
文
が
多
く
、
従
業
員
を
雇
い

入
れ
多
忙
で
し
た
。
そ
の
後
石

塚
の
大
火
に
あ
い
ま
し
た
が
、

ご
主
人
と
共
に
綿
店
を
再
建

し
、
続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
現
在
、
家
族
は
３
人
で
す
。

ア
サ
ノ
さ
ん
は
、
一
人
で
お
店

を
守
り
注
文
さ
れ
た
布
団
を
作

っ
て
い
ま
す
。

「
私
は
布
団
を
作
る
仕
事
が
大

好
き
で
、
出
来
上
が
っ
た
時
の

楽
し
さ
と
喜
び
は
格
別
で
す
」

と
生
き
生
き
と
し
た
お
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
目
的
を
持
っ
て

毎
日
を
送
る
ア
サ
ノ
さ
ん
の

若
々
し
さ
に
脱
帽
で
す
。

　
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
お
仕
事
を
続
け

て
下
さ
い
。

編
集
後
記

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
度
目

の
新
し
い
年
を
迎
え
た
。
あ
の

日
の
記
憶
は
決
し
て
消
え
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
私

達
の
ま
わ
り
の
環
境
や
生
活
行

動
は
、
震
災
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
程
に

戻
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し

あ
の
福
島
第
一
原
発
周
辺
に
住

ん
で
い
た
方
々
は
、
住
み
慣
れ

た
居
場
所
を
離
れ
、
不
慣
れ
な

土
地
で
の
避
難
生
活
を
続
け
て

い
る
。
今
、
そ
の
方
々
は
ど
ん

な
気
持
で
２
度
目
の
新
し
い
年

を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
、
と
考
え

自
分
に
置
き
換
え
て
み
る
。

　
今
、
自
分
が
立
っ
て
い
る
ま

わ
り
の
風
景
や
、
踏
み
親
し
ん

だ
足
元
の
感
触
が
違
う
、
と
想

像
し
て
み
る
と
何
と
も
言
い
難

い
と
て
も
寂
し
い
気
持
に
な

る
。
や
り
き
れ
な
く
な
る
。
い

や
、
言
葉
で
い
い
表
わ
す
こ
と

は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
目
に
見
え
な
い
や
る
せ
な

い
気
持
で
新
し
い
年
を
迎
え
た

人
達
が
“
い
る
ん
だ
”
と
い
う

こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。	

（
わ
）

㉘

小
林
ア
サ
ノ 
さ
ん

　88
歳
石塚

　
大
正
14
年
１
月
20
日
生
ま
れ

の
き
の
い
さ
ん
は
、
新
年
を
迎

え
て
88
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
息
子
さ
ん
ご
夫
妻
と
、
お
孫

さ
ん
と
の
４
人
家
族
で
す
。

　
ご
主
人
は
20
年
前
に
61
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
人
で
頑
張
っ
て
続
け
て
き

た
農
業
を
止
め
て
か
ら
、
一
時

期
体
調
を
く
ず
し
ま
し
た
が
、

今
は
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て
居

る
そ
う
で
す
。

　
食
事
も
好
き
な
惣
菜
は
手
作

り
で
す
。
訪
問
の
際
に
は
、
菊

の
花
の
酢
の
物
、
赤
蕪
の
甘
酢

漬
、
栗
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
煮
等
を

ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　
趣
味
も
巾
広
く
、“
振
れ

ば
望
み
の
物
が
出
る
”
と

言
う
、
５
円
玉
500
枚
で
作

っ
た
打
ち
出
の
小
槌
は
見

事
な
出
来
栄
え
で
す
。
1,000

ピ
ー
ス
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ

ル
は
何
枚
も
完
成
、
又
6,000

羽
の
折
鶴
を
作
り
、
神
社

６
社
に
千
羽
鶴
と
し
て
奉
納
を

し
て
い
ま
す
。

　
息
子
夫
婦
、
娘
夫
婦
の
支
え

が
あ
り
、
こ
こ
迄
や
っ
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
と
の
事
で
し
た
。

阿
久
津
き
の
い 

さ
ん

　88
歳
下古内
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新
規
採
用
職
員
紹
介

　
平
成
24
年
11
月
か
ら
新
規
採
用

と
な
っ
た
臨
時
職
員
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業

　
　
　
　
渡
　
辺
　
敦
　
子

　
訂
正
と
お
詫
び

　
31
号
の
２
ペ
ー
ジ
金
婚
式
の
記
事

に
お
い
て
、
小
瀧
登
代
子
さ
ん
の
お

名
前
を
登
美
子
さ
ん
と
表
記
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
５
ペ
ー
ジ
東

北
を
旅
し
て
応
援
し
よ
う
!!
の
記
事

に
お
い
て
、
東
松
島
市
を
東
松
山
市

と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫

び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。


